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論文 和文書体の形態イメージと音イメージの関係について
1 はじめに
文字を 「読むjためには、 まず文字を「見るJ行為が必要
である。活字メ ディアを介して文字を読む場合、そこには
多種の書体が存在 してお り 必然的、日常的に様々な書体
を見ることになる。害体は文字の形態を一定法則に基づ
いて設計 したものであり、読み手は統一的な視覚的イ
メ ー ジを持つ図形の集合体を見ていると言うこ とができ
る。そして、 「読む」ことは音読又は黙読によって文字言語
を音声言語に変換するこ と でもあり 、何 らかの音イメ ー
ジが喚起される。
音と図形との照応関係について一致した傾向がみられ
る こ とは、すでに心理学分野における研究により 確認さ
れているものであるが、 このこ と から書体を見ることに
よる形態イメ ー ジと、これを読むこ と による音イ メージ
にも 関係性があると考えられる。本研究は、現存の書体、
主に和文書体における形態イメージと音イメ ー ジの関係
について探ることを目的とするものである。
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音イメージ
2 擬態語からのイメージ調査
( 1）調査方法
本調査では、 日常的に使用 される語の中で音として再
現することが不自然でなく 、 しかも直接的に具象物を想
起しないものという条件により、擬態語を取り上げた。そ
の語感からの音イメージに適合する書体に傾向がみられ
るかについて、アンケー ト により調査を行った。擬態語の
うち擬情語と呼ばれる感情表現に当たるものは、音以外
のイメージとの繋がりが強いことが予想されるため、動
作、状態を表すものに絞った。
書体については、和文書体の内基本的なものである明朝
体、ゴシック体、丸ゴシック体で骨格が近いものを使用し、
i旬、中、太の3ウェイトをそれぞれに与えた。また、提示し
た擬態語はすべてカタカナ4文字、変形なし、ベタ組み、同
一級数、墨一色とした。アンケー ト対象者はタイポグラ
フィの基礎的な知識を有している。
・対象：岡山県立大学デザイン学部1年生～3年生
・アンケー ト数： 102
野宮 謙吾 渡辺静香
・ 出題擬態語（動作、状況を表す も のを中心とする） :20語
・選択書体： 明朝体、ゴシック体、丸ゴシック体各3ウェイ
ト計9書体（ 1 書体選択）
・選択形容詞： 12対義語 計24語 （3語選択）
出題にあたっては、 まず擬態語を黙読して音イメージ （
語感）に適合する l書体を選択し、その後その音イメ ー ジ
から どのよ うな印象を持っかについて3形容詞を選択す / 
るように指示した。
明朝体 丸ゴシック体
ゴゴワワ ゴゴワ ゴゴワゴゴワ
太 ゴワゴワゴワゴワゴワゴワ
堅い
重い 早い
Q-1 ゴワゴワ Q-11 ギラギラ
Q-2 チカチカ Q-12 サラサラ
Q-3 グングン Q-13 スタスク
Q1 Q 14 ツンツン
Q5 チロチロ Q-15 ザラザラ
Q-6 ツヤツヤ Q・1 6 プカプカ
Q-7 フカフカ Q 1 7 ジロジロ
Q-8 チクチク Q-18 キラキラ
Q-9 ピリピ リ
Q-10 プカブカ Q-20 シゲシゲ
（図2）ア ンケート調査の内容
(2）結果 と考察
汚い
恐い
書体選択数データ（表1）及び、形容詞選択数データ（表
2）より、分析を行った。
①濁音が含まれる語の比較…8語（表3)
いずれの語も、ウェイト「太j もしくは「角ゴシ ック体」が
共通して選択された。
· 6/8語においてウェイトが「太」である 。 うち2/8語（Q-4D
ピカピカ、Q-llKギラギラ）において筈体が「明朝体jで、
語感からイメージする形容詞は 9明るい 23鋭いに集中し
た。 うち3/8語（Q-lA ゴワゴワ、 Q-17Qジロジロ、Q 3Cグ
ングン）において書体が「角ゴシック体」である 。Q-150ザ
ラザラ・Q-20Tシゲシゲは書体選択の分布にも形容詞の
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Q-1 角ゴ 丸コ Q-11 明朝 角ゴ 丸ゴ
A コワコワ 細 0.98 2.94 0.00 K ギラギラ細 2.91 2.91 0.00 
中 4.90 9.80 0.98 中 5.83 6.80 0.97 
太 33.33 45.10 1.96 55.:34 25.24 0.00 
Q-2 丸ゴ Q-12 明朝 角ゴ 丸ゴ
B チカチカ 細 29.70 24.75 5.94 L サラサラ 細 51.46 16.50 14.56 
中 15.84 2.97 0.99 中 9.71 0.97 3.88 
太 13.86 4.95 0.99 太 2.91 0.00 0.00 
Q-3 角コ 丸ゴ Q-13 明朝 角コ 丸コ
C グンクン 細 4.95 2.97 3.96 M スクスク 細 0.98 14.71 18.63 
中 4.95 11.88 7.92 中 4.90 19.61 19.61 
太 8.91 38.61 15.84 3.92 4.90 12.75 
Q-4 角コ 丸ゴ Q-14 明朝 角ゴ 丸ゴ
D ビカビカ綿 5.83 8.74 0.00 N ツンツン 細 41."18 16.67 3.92 
中 10.68 11.65 1.94 中 17.65 2.94 1.96 
太 45.63 13.59 1.94 太 13.73 0.98 0.98 
Q-5 角ゴ 丸コ Q-15 明朝 角ゴ 丸ゴ
E チロチ口細 28.43 1.76 43.14 0 ザラザラ 細 3.92 9.80 0.98 
中 3.92 0.00 6.86 中 19.61 24.51 2.94 
太 0.00 0.00 5.88 12.75 22.55 2.94 
Q-6 角ゴ 丸コ Q-16 角ゴ 丸ゴ
F ツヤツヤ 細 19.42 6.80 2.91 1.00 2.00 27.00 
中 32.04 4.85 6.80 中 0.00 2.00 36.00 
太 19.42 0.97 6.80 1.00 0.00 31.00 
Q-7 角ゴ Q-17 角ゴ
G フカフカ 細 0.96 0.96 20.19 Q ジ口ジ口細 1.96 8.82 1.96 
中 0.96 0.96 35.58 中 15.69 18.63 1.96 
太 0.00 1.92 38.46 22.55 25.49 2.94 
Q-8 Q-18 明朝 角コ
H チクチク細 39.81 16.50 0.97 R キラキラ細 26.47 10.78 6.86 
中 14.56 7.77 。。。 中 17.65 4.90 0.98 
太 17.48 2.91 0.00 太 20.59 5.88 5.88 
Q-9 明朝 角コ 丸ゴ Q-19 明朝 角ゴ
l ピリピリ 細 23.30 8.74 3.88 S ピカピカ 細 12.62 8.74 12.62 
中 32.04 9.71 1.94 中 19.42 12.62 4.85 
太 16.50 2.91 0.97 太 14.56 6.80 7.77 
Q-10 角コ 丸ゴ Q-20 角ゴ
J ブカブカ 細 0.00 2.94 8.82 T シゲシゲ細 9.09 20.20 4.04 
中 0.00 8.82 26.47 中 15.15 22.22 5.05 
太 0.00 16.67 36.27 9.09 8.08 7.07 
（表1）書体選択数（パーセント）※網は上位3性体、濃網は最多数
選択にも偏りが少なく分散傾向である。
② 半濁音が含まれる語の比較…3語（表4)
－ 明朝体あるいは丸ゴシック体の選択が多い。すべてに共
通する選択形容詞は特になし。
③清音のみの語＋濁音・半濁音が含まれる語の比較
（表5)
·Q-7Gフカフカ、Q lOJブカプカ、Q-16Pプカプカは、「丸
ゴシック体」で共通、イメージする形容詞は分散傾向であ
る 。
ｷQ 4D ピカピカ、Q 19Sピカピカは「明朝体」で共通、イ
メージする形容詞は一部共通（明るい） 。
ｷ Q-18Rキラキラ、Q-llKギラギラは「明朝体」で共通だが
ウェイトが印刷と「太」で反し、イメージする形容詞は一
部共通（明るい）である。
④ 書体別に比較
・明朝体に集中傾向のある語（50%以上） は、 Q-6Gツヤツ
ヤ、 Q-8Hチクチク 、 Q-9Iピリピリ、Q-14Nツンツン、Q
18Rキラキラ、Q-19S ビカピカ 。Q-6Gツヤツヤ、Q SHチク
チク、Q-9Iピリピリで、 Q-14Nツンツンは集中傾向が強い
(70%以上）。共通する形容詞は「細いj「鋭い」「堅いj。
（表6)
・角ゴシック体に集中傾向のある語 （50%以上）について
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2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 
堅い 小さい 暗い 早い
Q 1 A ゴワコワ 29 65 5 2 2 1 2 8 20 54 7 7 7 13 2 21 54 太 角コ
0-2 2 22 7 8 1 28 71 3 17 1 33 26 2 14 9 15 1 39 
Q 3 39 4 2 6 35 50 28 1 16 4 65 2 3 1 32 2 2 10 4 太 角コ
Q 4 D ビカビカ 10 6 25 1 3 1 21 49 7 2 29 27 4 4 5 2 19 2 10 3 26 34 17 太
0-5 E チ口チ口 54 7 21 3 2 64 8 4 36 10 18 10 4 7 51 2 2 
Q 6 F ツヤツヤ 4 12 28 12 10 4 3 79 1 91 1 1 9 8 1 12 1 21 2 中
Q 7 G 7 カフカ 3 99 21 21 1 15 1 2 62 56 2 1 20 2 太 丸ゴ
Q 8 2 75 47 3 7 33 2 2 15 4 15 6 2 :,u 
0-9 I ピリピリ 1 46 32 1 2 4 21 11 4 5 19 16 1 31 20 4 5 81 1 中
0 10 J ブカブカ 35 2 1 47 13 1 77 3 1 22 12 20 1 6 12 7 , 37 丸ゴ
0 1 15 10 3 22 71 3 5 13 31 5 4 21 10 4 19 63 9 太 明朝
0-12 L サラサラ 1 53 33 5 4 16 1 59 68 7 2 42 3 2 9 2 
0 13 2 4 8 44 20 1 40 1 1 17 60 3 18 1 24 1 42 2 中
0-14 N ッンツン 1 59 41 15 27 3 1 25 7 6 14 3 15 2 78 明朝
0 15 O ザフザフ 7 12 67 1 4 8 12 1 10 38 23 7 8 5 1 18 24 13 45 中
0 16 P プカプカ 2 2 34 55 6 13 21 1 85 2 1 14 5 44 1 7 中 丸ゴ
0-17 Q ジロジ口 7 4 7 1 7 3 2 60 14 43 3 9 51 2 13 43 25 13 太 角コ
0-18 R キラキラ 6 3 1 37 2 1 17 79 77 14 4 4 10 26 23 
0 19 S ピカピカ 5 16 41 3 7 90 1 63 2 16 8 13 26 16 中 明朝
Q-20 T シゲシゲ 5 日 13 2 5 8 B 5 2 38 1 13 44 3 1 31 3 17 3 23 2 20 8 34 中 角ゴ
は、いずれも 50～60%で、特に集中傾向が強いものはない
が、すべての語が濁音を含んでいる。（表7)
－丸ゴシック体に集中傾向のある語（50%以上） について
は、特にQ-7Gフカフカ、Q-16Pプカプカに集中傾向が強
い （94%）。共通する形容詞は特になし。 （表8)
① ウ ェ イ ト別に比較
・ウ ェ イト「帝国」に集中傾向のある語 （50%以上） について
は、 Q-5Eチロチロ、Q-12サラサラは特に集中傾向が強い
(80%以上）。Q-5Eチロチロ、Q-12サラサラに共通の
選択形容詞は「細い」。（表9)
・ウ ェ イト「中」に集中傾向のある語 （50%以上） は見 ら れ
ない。
・ウ ェ イト「太」に集中傾向のある語（50%以上） について
は、Q lAゴワゴワ、Q-llKギラギラに特に集中傾向が強
い（80%以上）。 これらに共通の選択形容詞は「重い」で、す
べてが濁音の含まれる語である 。 （表10)
⑥複数の書体をまたいで近似傾向にある語について
（表11 )
ｷQ lA ゴワゴワ、Q-llKギラギラ、Q-17Qジロジロ （太明
朝休、中角ゴシック体、太角ゴシック体） はすべての語が
濁音を含んでおり、共通する形容詞は「重い」。
· Q-2Bチカチカ、 Q-8Hチクチク、 Q 14Nツンツン （明朝体、
細角ゴシック体） に共通する形容詞は「鋭い」。
語感よる書体（ウェイト含む） の選択結果から予想以上
に共通な偏りが見られ、語感（音イメージ）と書体の形態
からのイメージに関連性があることが認められた。（図3)
その要因は書体の要素の中でも、特にエレメントの形態
イメージに関わるものが強いと推測する 。
本調査の問題点として、擬態語という特定の状況下にお
ける、具象物、感情等が直接又は間接的に連想される語を
取り上げたため、アンケート結果に音以外のイメージが
介した可能性が考えられる。
3 音イメージの調査、書体工レメントの形態イメージ
の調査
( 1 ） 調査方法
より正確な方法で音イメージについての調査を行うと
共に、書体エレメントの形態イメージについて調査を
行っ た。 これらの調査結果を関連付けて分析を行う 。
－対象：岡山県立大学デザイン学部学生
－アンケート数： 150
①アンケート l「音イメージについて」
出題語： 12語／選択形容詞： 12対義語計24語（ 3 語選択）
出題語を黙読し、イメージされる形容詞を選択するも
のである 。用意した出題語は、 2 の調査で使用した畳語構
造の擬態語のうち強い傾向を示した語を半分割し、さ ら
にローマ字表記 （Helvetica R巴gular）したものである。こ
れは読み方（イントネーション，アクセント ） の個人差を
減縮させるとともに、より「音」としてイメージさせる こ
とを意図したものである。 （図3 )
②アンケート2「書体エレメント形状イメージについて」
出題図形.8図形／選択形容詞.12対義語計24語 （3語選
択）
出題図形は、2の調査で強い傾向を示した書体（カタカナ）
の特徴的なエレメントを抽出した図形である。書体全体
のイメージがエレメント形態のみのイメージと一致傾向
があるか否かを明らかにし、書体の形態イメージと音イ
メージとの関連要因を絞り込む。（図4)
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明朝体 角ゴシック体 丸ゴシック体
細
2 チカチカ
8 チクチク
12 サラサラ 5 チロチロ
14 ツンツン
4 ビカビカ ゴワゴワ
11 ギラギラ 3 グングン 10 ブカブカ
11 ジ口ジ口
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2 チカチカ（60.39)
5 チ口千口（83 .33)
8 チクチク（57.28)
12 サラサラ（82 . 52)
14 ツンツン（61.77)
なし
1 ユワユワ（80 . 39)
3 グングン（63.36)
4 ビカビカ（61.16)
10 ブカブ力（52.94)
11 ギラギラ／80 . 58)
17 ジ口ジ口（50.98)
すべて50%以上の選択
下線・・・・・ 70%以上
二重下線 ・・ ・ 90%以上
（図3）語感と書体の形態からのイメ ージの関係
a 1 
1 2 3 4 5 6 7 B I 9 10 1 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 I 23 24 I 
恒Cc'
a 4 D ビカビカ 10 6 25 3 21 El:J 7 2 29 27 4 4 5 2 19 2 10 3 
0 1 K ギフギフ 15 10 3 22 3 5 13 31 5 4 21 10 4 
a 1 A ゴワゴワ 29 65 5 2 2 1 2 8 20 54 7 7 7 13 2 21 
a 17 a ジロジ口 7 4 7 7 3 14 43 3 9 51 2 13 43 25 
0-3 39 4 2 6 35 50 28 16 4 65 2 3 32 2 2 10 
0-10 J 35 2 47 13 1 n 3 22 12 20 1 6 12 7 
0-15 O ザフザフ 7 12 67. 1 4 8 12 1 10 38 23 7 1 8 5 1 18 24 
0-20 T ンゲシゲ 5 8 13 2 5 8 8 5 2 38 1 13 44 3 1 31 3 17 3 23 2 20 8 3 
a 9 
1 ピ リ ピ リ 銅
（表4）半濁音が含まれる語の比較
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ゴ
朝
一ゴ一朝一
明一丸一明一中一中一中一a
－－
1
一
2 3 4 5 6 I 7 8 9 10 , 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 
Q 7 G フカフカ 3 1 99 21 21 1 15 2 62 56 1 2 1 20 2 太
Q 10 J ブカブカ 35 2 1 47 13 1 3 1 1 22 12 20 11 6 12 7 37 太・
Q 16 P プ力プカ 2 2 34 55 6 13 21 85 2 11 14 5 44 7 中
Q-4 D ビ力ビカ 10 6 25 1 3 1 21 7 2 29 27 4 4 5 2 19 2 10 3 26 34 17 太
Q-19 S ピ力ピカ 5 16 41 3 7 m:1・ 1 63 2 16 8 13 26 16 
Q 18 6 3 1 37 2 
1 
77 14 4 4 10 26 23 
Q-11 15 10 3 22 3 5 13 31 1 5 4 21 10 4 19 63 9 太
Q-12 L サラサラ 1 53 33 5 1 1 4 161 1 59 68 7 2 42 3 2 9 2 
Q 15 O ザフザフ 7 12 67 4 8 12 1 10 38 23 7 1 8 5 1 18 24 13 45 中
（表5）清音のみの語＋濁音半濁音の含まれる語の比較
Q 6 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 
Q-2 B チカチカ 2 22 7 1 8 1 28 71 3 17 26 1 2 14 9 15 1 39 3 細明朝
Q 4 10 6 25 1 3 1 21 AC 7 2 29 27 4 5 2 19 2 10 3 26 34 17 
Q 6 F ツヤツヤ 4 12 28 12 10 4 3 79 1 91 1 11 9 8 1 12 1 21 2 中 明朝
Q-8 2 75 47 3 7 33 2 2 15 4 15 6 2 90 4 
Q-9 I ビリピリ 1 46 32 1 2 4 21 11 4 5 19 16 1 31 20 4 1 5 81 1 中
Q-11 15 10 3 22 71 3 5 13 31 5 4 21 10 4 19 63 9 太 明朝
Q-12 L サラサラ 1 53 33 5 4 16 1 59 .68 7 2 42 3 2 9 2 
Q 14 N 1 59 41 15 1 27 3 1 25 7 6 14 3 15 2 a7ll 
Q-18 6 3 1 37 2 1 17 .79 77 14 4 4 10 26 23 
（表6）明朝体に集中傾向のある語
Q-15 
Q-1 21 11 I I 21 8 
I 501 I 281 
41 Bl 121 1 10 
71 31 21 I 60 
5 81 81 51 21 38 
- 2
一フ一一2
一1
一2
一塁
（表7）角ゴシック体に集中傾向のある語
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（表8） 丸ゴシック体に集中傾向のある語
361 101 181 10 
21 621 I I 56 
1 221 121 I 201 11 
1 171'.601 3 18 
8 I 2 11 14 
7 51 
1 20 
6 12 7 
1 42 
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2 
I 
2 
1 71 中丸ゴ5 
Q-8 
a-2 IB ｜ チカチカ l 21 221 71 1 自｜ 1 28 l71 3 17 1 33 26 2 14 9 15 1 39 
Q-5 !l Zi 21」 3 2 84 8 4 1 36 10 18 10 4 7 51 2 2 2 
7 33 2 2 15 4 15 6 2 90 4 
4 16 1 59 AA 7 2 42 3 2 9 2 
27 3 25 7 6 14 3 15 2 78 明朝
（表9）ウェイ ト細に集中傾向のある語
Q-17 
0 ジロジ口 綱
2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 
Q 1 A ゴワゴワ 29 5 2 2 11 2 8 20 54 7 7 1 7 13 2 21 角ゴ
Q 3 39 4 2 6 35 50 28 16 4 65 2 3 1 32 2 2 10 4 太角ゴ
Q 4 10 6 25 1 3 1 21 7 2 29 27 4 4 5 2 19 2 10 3 26 34 17 太
Q 10 J 35 2 1 47 13 1 n 3 1 1 22 12 20 11 6 12 7 3 太
Q 1 15 10 3 22 71 3 5 13 31 5 4 21 10 4 19 63 明朝
Q-17 Q ジロジロ 7 4 7 1 7 3 2 60 14 43 3 9 51 2 13 43 25 13 太 角ゴ
（表10） ウ ェ イト太に集中傾向のある語
Q 14 
（表11）複数の書体をまたいで近似傾向にある語について
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キラキラ→ KIRA 細い、鋭い 楽しい
グングン→ GUN 重い
ギラギラ→ GIRA 恐い 明るい
フカフカ→ FUKA 柔らかい、軽い 大きい
悲しい
汚い
恐い
鈍い
柔らかい楽しい
暗い
遅い
鋭い
KIRA 
堅い
明るい
早い
低い
太い
大きい
a GUN 
（出題語 ： 12語）
KIRA TUN PIRI PUKA CHIKU GOW A BUKA GIRA 
GUN HUKA CHIRO SARA " 
（選択形容詞 12対義語計24語（3語選択）
優しい恐い、高い ー 低い、可愛いー醜い、鋭いー鈍い
（図3）アンケート l
②アンケート 2 （表13）の分析
．エレメント形態別の傾向
角ゴシック体…著しい一致傾向はなく、太い、堅い、遅い
が少数一致傾向。ウェイトの差によってイメージが大き
く異なる。
丸ゴシック体…優しい、可愛い（中丸ゴシック体データな
し）。
．ウエイト別の傾向
細・・・細い、軽い。
中・口堅い、 主主い（中丸ゴシック体データなし）。
太・・・太い。
この結果から、ウェイトの共通、及びエレメント形態の
共通により、一定の抽象的イメージが想起されると捉え
ることができる。
①総合分析
アンケート l とアンケート2で共通に選択された形容詞
を抽出することによって、音イメージと書体エレメント
の形態イメージとの関連要因を明らかにする。 2 の調査
において強い傾向を示した語と書体との関係について、
エレメントの形態イメージからの観点より個別に検証す
る。（図7～26)
・「KIRAJ··明るい、締麗、鋭い。
→明朝体の各ウェイトに分散：
エレメント…堅い、締麗、 鋭い。
共通イメージは、 『締麗、鋭いjである。明朝体の堅いと い
う形態イメージは、KIRAの音イメージにおいて選択数が
少ない。逆にKIRAの明るいという音イメージは明朝体の
形態イメージにはほとんど現れない。
（図5）比較例
N-t 
GI 
! 
G-3 
K-1 
j フじ
A 2 
（出題エレメン ト .8種）
シック、細丸ゴシック、太丸ゴシック
太いー細い、堅い ー 柔らかい、楽しいー悲しい、大きい小さい
優しいー恐い、高い低い、可愛い醜い、鋭いー鈍い
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（図4）アンケート 2
(2）結果と考察
①アンケート 1 （表12）の分析
2 の調査で用いた擬態語（カタカナ表記）とアンケート
lで用いた語の形容詞選択数を比較した。全体的にほぼ一
致する傾向が現れ、 2 の調査結果の有効性が確認された。
しかし、いくつかの語については語音が同一であっても
畳語構造か否かによりイメ ージに差異が生じる結果も認
められた。例えばグングン→GUNでは、擬態語の意味か
ら想起される楽しいイメージが減少し、重いという相反
するイメージが増加した。これは語の意味よりも語感が
より強調されたためであると推察できる。本アンケート
では、語によっては語感からの音イメージがより強く反
映された結果を得ることができた。（図5)
堅い 暗い 汚い 重い 軽い 早い 遅い 恐い ；，：；ぃ 畦い
KIRA 。 8 2 。 5 。 。 4 22 。 21 。 。 3 5 。 。 1 6 。 5 。 19 。
。 2 。 12 1 。 6 26 。 25 。 。 5 。 。 3 。 g 。 8 。
TUN 14 8 4 6 1 7 2 2 。 。 1 11 5 4 1 4 3 6 。 15 2 
ツンツン 。 19 14 。 5 。 。 g 。 。 。 。 8 2 。 。 2 5 5 1 26 1 
PIRI 。 12 6 1 2 4 。 10 。 。 1 15 11 。 4 7 。 3 。 21 1 
ピリピリ 。 15 10 。 1 1 。 7 4 。 。 2 6 5 。 。 10 7 。 2 26 。
PUKA 2 15 12 。 5 5 4 。 。 。 25 2 6 5 。 2 12 。 1 2 
プカプカ 。 11 18 。 2 4 7 。 。 。 。 28 4 5 。 2 。 14 。 。 2 
CHIKU 。 24 g 1 。 4 。 11 。 。 。 。 。 5 8 。 5 1 。 2 。 29 1 
チクチク 1 24 15 。 1 2 。 11 。 1 。 。 5 1 。 。 5 2 。 1 。 29 1 
GOWA g 。 15 4 。 。 13 。 。 2 。 5 16 2 1 3 。 2 。 5 。 5 1 18 
ゴワゴワ g 。 21 2 1 1 4 。 1 3 。 6 17 2 。 2 。 2 。 4 1 7 。 17 
BUKA 12 1 1 自 2 23 1 。 2 。 2 12 。 7 。 。 。 5 2 5 。 9 
ブカブカ 11 1 。 15 4 。 25 。 1 。 。 。 7 4 。 6 4 。 。 2 4 2 。 12 
GIRA 2 2 6 。 。 。 6 。 10 4 2 2 7 。 3 2 。 15 1 3 。 6 23 5 
ギフギフ 5 。 3 。 。 7 。 23 1 2 4 10 。 2 1 。 7 3 1 。 6 20 3 
GUN 10 1 5 2 4 13 1 3 2 。 。 12 。 18 1 。 3 13 4 。 1 3 4 
13 1 1 2 11 。 16 。 g 。 。 。 5 1 21 1 1 。 10 1 1 。 3 1 
HUKA 1 。 。 29 6 。 7 1 5 。 。 。 。 22 。 2 19 。 1 。 4 。 1 2 
1 。 。 32 7 。 7 。 5 。 。 。 2日 。 。 18 。 1 。 6 。 。 1 
CHIRO 。 12 。 7 1 。 24 6 。 3 。 。 11 5 2 2 1 1 1 21 。 1 。
チロチロ 。 18 。 2 7 1 1 21 3 。 。 。 12 3 6 3 。 1 2 17 1 1 1 
SARA 。 12 。 12 1 。 。 3 6 1 22 。 。 22 2 。 15 。 1 。 2 。 。 。
サフサフ 。 17 。 11 2 。 。 1 5 。 19 。 。 22 2 1 14 。 1 1 3 。 1 。
（表12） アンケート 1「音イメージについてJ結果（カタカナは「援態諾からのイメージ調査」のデー タ） 単位：（%）
堅い 明るい
M-1 。 23 17 。 5 。 1 1 13 
M 2 4 2 20 2 4 1 2 4 13 
M 3 12 。 16 2 。 3 4 。 1 5 7 
G 1 6 19 8 1 5 3 。 7 6 2 2 
G-2 13 19 1 6 1 5 1 4 3 
G 3 26 。 4 2 2 。 11 。 1 2 。
R 1 。 24 。 g 8 2 。 5 5 1 1 
R 3 7 。 24 14 。 2 。 g 。 。
（表13）ア ンケート 2「書体エレメント形態のイメージについて」結果
・「TUNJ·鋭い、細い、軽い、堅い、小さい。
→細明朝 ：
エレメント…細い、鋭い、堅い、締麗。
共通のイメージは、 『細い、鋭い、堅い』である。 TUN 
の小さいイ メージは細明朝にはほとんど現れない。 また、
細明朝の締麗のイメージはTUNにはほとんど現れない。
→明朝体の各ウェイトに分散：
エレメント …堅い、締麗、鋭い。
共通のイメージは、『鋭いJのみである。
・「PUKAJ··軽い、柔らかい、楽しい、可愛い。
→丸ゴシック体の各ウェイ ト に分散 ：
エレメント…可愛い、柔らかい、優しい、楽しい。
共通のイメージは、「柔らかい、可愛い、楽しい』で
PUKAの柔らかいイメ ージは、太丸ゴシッ ク体、軽いイ
メージは細丸ゴシック体にそれぞれ共通 して多く選択さ
れた。PUKAの音イメージを柔らかいと捉えるか騒いと
捉えるかの違いにより、丸ゴシ ック体におけるウ ェイ ト
選択がされたと言える。
・「CHIKUJ…鋭い、細い、小さい、堅い。
→細明朝：
エレメント…細い、鋭い、堅い、締麗。
『細い、鋭い、堅いjの共通イメージで結びついている。特
。
。
。
。
。
。
。
阜ぃ 恐ぃ 鋭い
3 5 。 2 2 3 。 。 1 21 1 
5 2 5 1 2 4 3 1 。 1 20 。
14 2 4 2 4 3 4 。 1 13 3 
。 17 4 4 3 1 3 1 3 1 2 2 
日 2 1 7 3 2 7 。 3 7 
24 。 。 8 1 2 。 4 1 1 12 
。 18 1 3 8 1 1 10 。 1 1 
3 4 。 3 11 。 1 。 14 。 1 6 
単位 ： （%）
1ｷ ウェイト細、 2 ウェイ卜中、 3 ウェイト太
に強く対応形容詞の共通傾向が見 られる 。
・「GOWAJ ··鈍い、重い、堅い、大きい、太い。
→太角ゴシック体 ：
エレメント ー太い、重い、鈍い、大きい。
共通のイメージは、『重い、鈍い、大きい、太いJである。対
応形容詞に近似の共通傾向が見られる 。
・「BUKAJ· ·大きい、太い、重い、鈍い。
→太丸ゴシック体：
エ レメン トー柔らかい、楽しい、可愛い。
共通のイメ ージは特にない。
・「GIRAJ· ·鋭い、恐い、明るい、重い。
→太明朝体：
エ レメン ト …堅い、重い、鋭い、太い。
共通のイ メージは、 『鋭い、重い』である 。
・「SARAJ··締麗、軽い、優しい、柔らかい、細い。
→細明朝：
エレメン ト…細い、鋭い、堅い、締麗。
共通のイメ ージは、『締麗、細いjである。
SARAは柔らかい細明朝は堅いイメージと、相反する部
分がある。
分析の結果、選択された書体のエレメント形態イメー
ジと語感からの音イメージの聞には、共通のイメージ（形
＊和文書体の形態イメージと音イメージの関係について　野宮　謙吾・渡辺　静香
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容調）が存在することが認められた。書体のエレメン ト形
態は音韻イメ ージ、全体のウェイト感は高低、強弱イメ ー
ジに結びつくと推察する。一方、共有するイメージがほと
んど存在しないものや、相反するイメ ージを持つにも関
わらず選択されているものもある。これについては、その
書体イメージを決定する要因として、カウンタ ーの大き
さや全体的なフォルム等からのイメージが、エ レメン ト
個々の形態イメージよりも強く現れた結果と推測した。
4 まとめ
本研究において、明朝体、角ゴシック体、丸ゴシック体
の形態イメージはエレメント末端部位の角度（鋭角、直角、
丸）からのイメージ及びウェイトによる太さからのイ
メ ー ジにより決定される傾向にあることが確認できた。
また、それらの要素は特定の音イメージに結びつくこと
が調査より分かった。文字を見ることで形態から特定の
イメージが想起され、文字を読んだときの語感、音イメー
ジからも特定のイメージが想起されることから、それら
が共有するイメージを拠所に、キャッチコピー、タイトル、
ロゴタイプ等のデザイン分野においてビジュアルコミュ
ニケーションの幅を拡げられる可能性があると考える。
基本書体のうち細いウェイ トのものはボディタ イ プとし
ての使用が想定され、強い個性が求められるものではな
い。しかし、本調査により特定の音のイメージが存在する
ことが確認できたことから、本文組の文字であっても、書
体の違いによって意図的に音イメージ（リズム感は組の
変化によ って表現することが可能であるが、リズムを構
成する音色あるいは音質について）を感じさせることが
できる可能性もあると考える。
今回の調査はアンケー トによるものであるが、対象に年
齢や文化圏等の偏りがあるため、想起するイメージの一
般性において疑問の残るところである。また、書体の全体
的なフォルムのもつ形態イメージについてはさらに調査
を行う必要がある。今後はアンケートの形式や収集方法
をより正確なものとしながら、対象を拡げて補足調査と
検証を行いたい。
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（図6） グラフ項目について （図7～26)
（図7）細明朝体のエレメント形態
（図8）中明朝体のエレメント形態
（図9）太明朝体のエレ メ ント形態
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（図 19)CHIKU
（図22) GIRA
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（図10）細角ゴシック体のエレメント形態
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（図 13）細丸ゴシック体のエレメント形態
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（図24) HUKA
（図17) PIRI
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（図26)SARA
' ' . ' 
I,! ' •• ' 
:; i . 
' f i l 一 ' ' ::-! ! : I
! ! ' 一 ,, . '. 一 _ L....l 
. 
（図11）中角ゴシック体のエレメン ト形態
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（図14）太丸ゴシック体のエレメント形態
（図25)CHIRO
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